
12

㉒
１
１
４
７

　

お
茶
と
お
菓
子
の
い
た
だ
き
方

や
、
茶
会
で
の
あ
い
さ
つ
な
ど
一

連
の
動
作
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

●

日
時　

２
月
17
日
・
24
日
、
３

月
３
日
・
10
日　

火
曜
日
／
午
前

10
時
〜
正
午

●

会
場　

南
湖
公
園
「
翠
楽
苑
」

●

受
講
料　

３
、
２
０
０
円
（
４

回
分
、
入
園
料
等
も
含
む
）

●

定
員　

10
人　

※
先
着
順
（
原

則
と
し
て
４
回
の
参
加
が
可
能
な

方
）

●

申
込
開
始　

１
月
19
日
㈪
か
ら

（
電
話
申
込
可
）

問
翠
楽
苑
☎
㉓
６
８
８
８

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
の
た
め
、

温
泉
健
康
館
お
よ
び
市
東
交
流
宿

泊
館
の
休
業
を
２
月
末
ま
で
延
長

し
ま
す
。

問
東
庁
舎
事
業
課
☎
34
２
１
１
５

※
受
験
要
項
お
よ
び
出
願
書
類
の

郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
送
付

先
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
う
え
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
角
２
号

封
筒
を
同
封
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
医
師
会
白
河
准
看
護
学
院

〒
961

0054
白
河
市
北
中
川
原
３
１

３
／
☎
㉓
３
７
０
１

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
白
河
」
に

よ
る
歴
史
〝
学
び
の
会
〞
を
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●

日
時　

１
月
22
日
㈭
／
午
前
７

時
50
分
〜
午
後
０
時
30
分　

●

場
所　

須
賀
川
市
（
蝦え

ぞ夷
穴
古

墳
、
上し

ょ
う
に
ん人
壇だ

ん
は
い
じ

廃
寺
跡
、
米べ

い
さ
ん
じ

山
寺

経き
ょ
う
づ
か
ぐ
ん

塚
群
等
）　

※
城
山
公
園
駐
車

場
（
郭
内
）
集
合

●

参
加
料　

２
０
０
円
（
須
賀
川

市
立
博
物
館
入
館
料
）

●

定
員　

25
人　

※
先
着
順

●

申
込
期
限　

１
月
16
日
㈮
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）
白
河
観
光
物
産
協
会
☎

の
み
）　

※
提
出
書
類
の
中
に
は
、

取
得
ま
で
に
時
間
が
掛
か
る
も
の

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。　

●

受
付
期
間　

１
月
5
日
㈪
〜
23

日
㈮
（
平
日
の
み
）　

※
申
込
書
は
、
本
庁
舎
こ
ど
も
課
、

各
庁
舎
教
育
振
興
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
こ
ど
も
課　

内
２
７
３
７

／
各
庁
舎
教
育
振
興
課　

表
郷
☎

32
４
７
８
２　

大
信
☎
46
３
９
７

５　

東
☎
34
３
１
４
６

●

受
験
資
格　

高
校
卒
業
（
見
込

み
を
含
む
）、
ま
た
は
同
等
の
学

力
を
有
す
る
方
（
中
学
校
卒
業
で

も
履
修
が
可
能
と
認
め
ら
れ
る
方

を
含
む
）
※
年
齢
不
問

●

定
員　

30
人

●

試
験
科
目　

国
語
、
数
学
、
作

文
、
面
接

●

試
験
日　

２
月
５
日
㈭

●

試
験
会
場　

白
河
医
師
会
白
河

准
看
護
学
院
（
北
中
川
原
）

●

受
付
期
間　

１
月
7
日
㈬
〜
22

日
㈭
（
郵
送
は
期
間
内
必
着
）

　

平
成
27
年
度
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
に
入
会
す
る
児
童
を
募
集
し

ま
す
。
ま
た
、
現
在
入
会
し
て
い

る
方
で
、
継
続
を
希
望
す
る
場
合

は
、
再
度
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

対
象　

就
労
な
ど
に
よ
り
父
母

お
よ
び
同
居
の
祖
父
母
が
、
放
課

後
家
に
い
な
い
小
学
生

●

提
出
書
類　

児
童
ク
ラ
ブ
入
会

申
込
書
、
就
労
証
明
書
、
理
由
書
、

生
活
指
導
申
込
書
（
第
二
児
童
館
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募
集

案
内

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ

入
会
児
童

き
つ
ね
う
ち
温
泉

休
業
延
長

白
河
准
看
護
学
院
学
生

初
心
者
茶
道
教
室

白
河
の
歴
史
学
び
の
会

　多くの児童に図書室を利用してもらうため、　多くの児童に図書室を利用してもらうため、学校図書館利活用推進事業学校図書館利活用推進事業
を進めています。
　今年度は、11　今年度は、11月14日に白三小、12月３日に関辺小に学校司書を配置し、月14日に白三小、12月３日に関辺小に学校司書を配置し、
これにあわせて蔵書のデータベース化や図書室内部の配置替えなどを行いこれにあわせて蔵書のデータベース化や図書室内部の配置替えなどを行い
ました。ました。
　また各学校では、図書室のリニューアルに向け、図書委員会の児童がデ　また各学校では、図書室のリニューアルに向け、図書委員会の児童がデ
ータベース化のためのシール貼りを、保護者が蔵書の整理などを手伝いまータベース化のためのシール貼りを、保護者が蔵書の整理などを手伝いま
した。した。
　市では、今後すべての小学校に学校司書を順次配置する予定です。　市では、今後すべての小学校に学校司書を順次配置する予定です。

問問本庁舎学校教育課　☎☎㉒㉒1111　内23631111　内2363

｛学校の情報あれこれ｝school information ｛学校の情報あれこれ｝school information

　今年度から、各小学校への学校司書の配置や蔵書のデータベース化な
どを行う学校図書館利活用推進事業学校図書館利活用推進事業を進めています。今月号では、その
取り組みをお知らせします。

　　1111月14日、月14日、市内の建設会社26社でつくる白河建設親和会（市内の建設会社26社でつくる白河建設親和会（永永
な が のな が の

野野
文文
ふ み おふ み お

雄雄会長）から、市内すべての小学校15校に、「ＫＩＤＳ　ＰＯＷＥＲ文庫」会長）から、市内すべての小学校15校に、「ＫＩＤＳ　ＰＯＷＥＲ文庫」
が寄贈されました。が寄贈されました。
　これは、同会が　これは、同会が東日本大震災で傷ついた子どもたちの心をいやすこ東日本大震災で傷ついた子どもたちの心をいやすこ
とを目的に行っているとを目的に行っている「白河夢づくり事業」の一環で、今回で３年目「白河夢づくり事業」の一環で、今回で３年目
になります。寄贈された文庫の中には、学習に関する本のほか「新撰になります。寄贈された文庫の中には、学習に関する本のほか「新撰
組戊辰戦争奥州白河口」、「バンクーバー朝日軍　伝説のサムライ野球組戊辰戦争奥州白河口」、「バンクーバー朝日軍　伝説のサムライ野球
チーム」など、児童が興味をひく地域の歴史や、映画化され話題になチーム」など、児童が興味をひく地域の歴史や、映画化され話題にな
った本もありました。った本もありました。
　　贈呈式は、贈呈式は、白三小の図書室リニューアルオープンにあわせて行われ、白三小の図書室リニューアルオープンにあわせて行われ、
本を手渡された児童を代表して本を手渡された児童を代表して小小

こ い そこ い そ

磯磯拓拓
た く みた く み

海海君が「新しい本が入ったこと君が「新しい本が入ったこと
を呼びかけて、みんなでたくさん本を読みたいです」とお礼の言葉をを呼びかけて、みんなでたくさん本を読みたいです」とお礼の言葉を
述べました。述べました。

「Ｋ
キ ッ ズ

ＩＤＳ　Ｐ
パ ワ ー

ＯＷＥＲ文庫」の贈呈

▲並んで本を借りる児童たち（白三小）

▲蔵書の調べ方を聞く児童たち（関辺小）

▲白河建設親和会の皆さんから本の寄贈を受ける
　白三小の児童たち（右から３番目が小磯君）

学校司書の配置による３つの効果
①図書室を学習・情報センターとして積極的に活用し、学習に必要①図書室を学習・情報センターとして積極的に活用し、学習に必要
　な知識や情報を収集・選択・活用できる能力を育てます。　な知識や情報を収集・選択・活用できる能力を育てます。
②図書室を読書センターとしてより環境を充実させたり、読み聞か②図書室を読書センターとしてより環境を充実させたり、読み聞か
　せにより読書の楽しさを伝えたりするなど、子どもたちの読書活　せにより読書の楽しさを伝えたりするなど、子どもたちの読書活
　動を支えます。　動を支えます。
③図書室の利用を通して、公共図書館を利用する土台を児童に身に③図書室の利用を通して、公共図書館を利用する土台を児童に身に
　つけさせます。　つけさせます。

図書室を利用してもらうために
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●

日
時　

１
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

●

会
場　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
メ
ガ

ス
テ
ー
ジ
白
河
店
（
新
高
山
）

●

内
容　

県
南
地
方
の
農
産
物
な

ど
を
利
用
し
た
１
０
０
種
類
以
上

の
加
工
品
の
販
売
、
県
南
地
方
の

加
工
品
等
が
当
た
る
抽
選
会

問
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
し
ら
か

わ
☎
㉓
８
９
０
９

●

日
時　

２
月
１
日
㈰
／
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分
（
予
定
）

●

会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

●

内
容　

▽
テ
ー
マ
「
食
べ
る
こ

と
は
生
き
る
こ
と
〜
楽
し
く
食
べ

る
た
め
の
お
役
立
ち
講
座
〜
」　

▽
講
師　

県
立
医
科
大
学
医
学
部

長　

錫す
ず
た
に谷
達た

つ
お夫
氏
／
東
京
都
健
康

長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
長　

井い
と
う藤
英ひ

で

喜き

氏

●

定
員　

３
０
０
人　

※
要
申
込

●
受
講
料　

無
料

※
当
日
は
、
簡
易
検
査
キ
ッ
ト
を

使
用
し
た
血
糖
値
の
測
定
も
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　

問
医
福
食
農
連
携
推
進
協
議
会
事

務
局
（
㈱
し
ら
か
わ
五
葉
倶
楽
部

内
）
☎
㉙
８
４
９
１

●

日
時　

１
月
18
日
㈰
／
午
後
２

時
か
ら

●

会
場　

は
く
し
ん
イ
ベ
ン
ト
ホ

ー
ル
（
旭
町
）

●

出
演　

三さ
ん
ゆ
う
て
い

遊
亭
円え

ん
ざ
え
も
ん

左
衛
門
ほ
か

●

入
場
料　

５
０
０
円
（
75
歳
以

上
無
料
）

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４

２
７
／
（
公
社
）
白
河
法
人
会
☎

㉓
２
１
６
０

　

大
学
通
信
教
育
を
行
っ
て
い
る

大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学
に
よ

る
合
同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
時　

１
月
31
日
㈯
／
正
午
〜

午
後
５
時

●

会
場　

仙
台
市
情
報
・
産
業
プ

ラ
ザ　

ア
エ
ル
５
階
（
宮
城
県
仙

台
市
青
葉
区
中
央
）

●

対
象　

一
般
お
よ
び
高
校
生

●

参
加
料　

無
料

問
（
公
財
）
私
立
大
学
通
信
教
育

協
会
☎
０
３

３
８
１
８

３
８

７
０

　

白
河
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、「
世

界
寺
子
屋
運
動
」
の
一
環
と
し
て

「
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
回
収
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

回
収
し
た
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ

は
、
一
枚
45
円
相
当
の
募
金
と
な

り
、
世
界
中
で
学
校
に
通
え
な
い

子
ど
も
約
５
、
７
０
０
万
人
、
読

み
書
き
の
で
き
な
い
大
人
約
７
億

７
、
０
０
０
万
人
に
学
び
の
場

（
寺
子
屋
）
を
提
供
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

実
施
期
限　

３
月
31
日
㈫
ま
で

●

届
け
先　

白
河
ユ
ネ
ス
コ
協
会

（
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
）
ま
た
は
各
庁
舎
教
育
振
興
課

※
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
以
外
で
も

随
時
受
け
付
け
ま
す
。

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
２

　

公
売
期
間
内
に
申
し
込
み
が
な

か
っ
た
市
有
地
を
先
着
順
で
売
却

し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

《
物
件
①
》　

▽
所
在
地　

昭
和
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町
69

28 

▽
地
目　

宅
地　

▽

面
積　

231
・
41
㎡　

《
物
件
②
》　

▽
所
在
地　

古
高

山
4

28　

▽
地
目　

宅
地　

▽

面
積　

210
・
39
㎡

問
本
庁
舎
財
政
課　

内
２
３
３
５

　

平
成
26
年
分
の
消
費
税
お
よ
び

地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
書
を
作

成
す
る
場
合
は
、
帳
簿
等
で
課
税

取
引
を
適
用
税
率
ご
と
に
区
分
し

て
集
計
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
課
税
取
引
の
適
用
税
率
は
、
３

月
31
日
以
前
は
５
％
、
４
月
１
日

以
後
は
８
％
で
す
。
た
だ
し
４
月

１
日
以
後
の
取
り
引
き
で
も
経
過

措
置
に
よ
り
５
％
が
適
用
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
非
課

税
取
引
等
に
つ
い
て
も
区
分
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
白
河
税
務
署
☎
㉒
７
１
１
１

　

県
南
地
方
イ
チ
オ
シ
の
加
工
品

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内

新
春
初
笑
い
寄
席

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

市
有
地
を
お
売
り
し
ま
す

医
福
食
農
の
健
康
講
座

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

よ
っ
て
が
し　

し
ら
か
わ

食
・
人
フ
ェ
ア
２
０
１
５

個
人
事
業
者
の
消
費

税
確
定
申
告

「
さ
つ
き
会
」
で
は
、
視
力
に
障

が
い
の
あ
る
方
や
、
高
齢
で
文
字

を
読
む
こ
と
が
困
難
な
方
な
ど
を

対
象
に
、
市
の
広
報
紙
や
社
会
福

祉
協
議
会
だ
よ
り
「
な
ご
や
か
」

な
ど
を
無
料
で
Ｃ
Ｄ
（
コ
ン
パ
ク

ト
デ
ィ
ス
ク
）
に
吹
き
込
み
、
お

届
け
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
１
１
５
９

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
以
下

住
基
カ
ー
ド
）
は
、
お
住
ま
い
の

市
区
町
村
が
交
付
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
で
す
。
白
河
市
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
方
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
各
種
証
明
書
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド

は
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
と

同
様
に
公
的
身
分
証
明
書
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●

交
付
手
数
料　

５
０
０
円

※
取
得
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
市
民
課　

内
２
１
５
４

／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　

表
郷
☎

32
２
１
１
３　

大
信
☎
46
３
９
７

４　

東
34
２
１
１
６

☎
㉗
２
３
１
０

　

地
方
税
法
第
３
２
１
条
の
４
お

よ
び
各
市
町
村
の
条
例
に
基
づ
き
、

県
と
県
南
９
市
町
村
で
組
織
す
る

福
島
県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
会

議
本
部
会
議
で
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
対
象
と
な
る
特
別
徴
収
未
指

定
事
業
者
（
以
下
事
業
主
）
を
特

別
徴
収
義
務
者
に
一
斉
指
定
し
ま

す
。

　

こ
れ
に
伴
い
本
市
で
は
、
給
与

所
得
者
で
住
民
税
を
個
人
で
納
め

て
い
る
方
の
税
額
を
、
個
人
に
変

わ
り
事
業
主
が
徴
収
し
納
め
る
特

別
徴
収
を
進
め
る
た
め
、
平
成
28

年
５
月
中
旬
ご
ろ
す
べ
て
の
事
業

主
に
対
象
従
業
員
の
「
市
町
村
民

税
・
県
民
税
特
別
徴
収
税
額
決
定

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。
事
業

主
は
、
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
毎

月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
個

人
住
民
税
を
徴
収
し
、
納
入
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
課
税
課　

内
２
１
２
７

　

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の
あ
る
方
が
い
つ
で
も
同
じ
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

●

日
時　

１
月
30
日
㈮
／
午
前
10

時
〜
正
午

●

会
場　

中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

●

定
員　

15
人　

※
先
着
順

●

参
加
料　

無
料

●

申
込
期
限　

１
月
16
日
㈮
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
社
会
福
祉
課　

内
２
７
１

５
　

１
月
26
日
は
、「
文
化
財
防
火
デ

ー
」
で
す
。
貴
重
な
文
化
財
を
災

害
か
ら
守
る
た
め
、
市
お
よ
び
白

河
消
防
署
で
は
、
地
元
消
防
団
の

協
力
を
得
て
、
防
御
訓
練
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
、
消
防
署
員
や

消
防
団
員
が
出
動
し
ま
す
の
で
、

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●

日
時　

１
月
26
日
㈪
／
午
前
10

時
か
ら

●

会
場　

熊
野
神
社
（
大
信
下
小

屋
）

問
文
化
財
課
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

　

農
林
水
産
省
で
は
、
１
月
か
ら

２
月
に
か
け
て
、「
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
５
年
ご
と
に
農
林
業
の
現
状

と
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、

農
林
業
施
策
の
企
画
・
立
案
・
推

進
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
、
対
象
者
の
元

に
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
企
画
政
策
課　

内
２
３

２
５

　　

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
の
活
用
方
法

や
書
き
方
に
つ
い
て
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
は
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
特
性
や
接
し
方
な
ど

の
情
報
を
書
き
記
し
た
手
帳
の
こ

と
で
す
。
こ
れ
を
つ
く
る
こ
と
で
、

医
療
機
関
や
接
す
る
方
な
ど
が
情

報
を
共
有
で
き
る
ほ
か
、
障
が
い

文
化
財
防
火
デ
ー

農
林
業
セ
ン
サ
ス

書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ

回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
説
明
会

個
人
住
民
税
の
特
別

徴
収
一
斉
指
定

声
の
お
た
よ
り


